
平素より大変お世話になっております。
このたび小社では、標記の書籍を刊行する運びとなりましたのでご案内申し上げます。

ジャンル ： アート　2025年10月

株式会社青幻舎は、ドイツの美術出版社・TASCHEN（タッシェン）とパートナーシップを結び、同社が手がけるアートの入門書
シリーズ「ベーシックアートシリーズ」の日本語版を10月上旬に創刊しました。その第一弾は、印象派の巨匠「クロード・モネ」を
取り上げた『モネ』と、短くも激動の生涯を送った「フィンセント・ファン・ゴッホ」を取り上げた『ゴッホ』の2冊となります。

ヨーロッパを代表する
アートブックの出版社・TASCHEN（タッシェン）と青幻舎の

コラボレーションが実現！

第一弾は、世界的ロングセラー「ベーシック
アートシリーズ」の日本語版『モネ』『ゴッホ』

2タイトルを同時刊行！ 

株式会社青幻舎　東京支社
〒〒101-0054　東京都千代田区神田錦町3-14-3-6F

TEL 03-6262-3420／FAX 03-6262-3423

広報担当・太田 | oota@seigensha.com

本書への取材などご要望がございましたら、下記担当までご一報下さい。何卒よろしくお願い申し上げます。



「ベーシックアートシリーズ」とは、ドイツの出版社・タッシェンが1985年に刊行をスタートして以来、世界80カ国で販売され、
20カ国以上で翻訳されてきた、大人気のアートの入門書シリーズです。
一冊ごとに一人の作家を取り上げるスタイルの本シリーズは、作家の初期作や代表作などを中心にセレクトされた美しい作
品図版とともに、その時代背景の解説や作家自身の言葉を交えながら、作家の生涯を詳しく紹介しています。コンパクトなサ
イズとボリュームでありながらも、巻末には写真付きの略年譜も収録されているなど、充実した内容は、“美術の必携書”として
高く評価されてきました。

そして、この秋より待望となる「ベーシックアートシリーズ」の日本語版の刊行がスタートします。
記念すべき創刊第一弾では、印象派の第一人者「クロード・モネ」と、ポスト印象派の巨匠「フィンセント・ファン・ゴッホ」を取
り上げ、2冊を同時刊行。それぞれの画家の作品や生い立ちを丁寧に紹介し、読者が手元でじっくりと名画に浸ることができ
る構成となっています。

世界中で愛されてきた人気シリーズの日本語版は、展覧会をより楽しみたい方、好きな画家を深く知りたい方といったアート
ファンにおすすめなのはもちろん、アートビギナーのための入門書として、また、ギフトブックとしても喜ばれる一冊です。

シリーズ第二弾は2026年夏頃を予定。「ピエール=オーギュスト・ルノワール」と「フランシス・ベーコン」の2タイトルを同時刊
行します。

■ 書誌情報
発売：2025年10月 上旬
書名：SEIGENSHA|TASCHEN 
           Basic Art Series
          ゴッホ VINCENT VAN GOGH
著者：インゴ・F・ヴァルター
判型：266×216 mm
総頁：96頁
製本：上製
定価：2,750円（本体2,500円）
ISBN：978-4-86831-001-3 C0071

■ 書籍概要

2枚目

TASCHEN（タッシェン）とは…

1980年にドイツのケルンで創業したアート、デザイン、建築など多彩な分野の書籍を手がけている出版社。

「革新的で美しい美術書を大衆的な価格で提供する」という理念のもと、世界中の名作や貴重なコレクション

を収めた作品集のほか、アート関連書籍を20以上の言語で刊行している。

■ 書誌情報
発売：2025年10月 上旬
書名：SEIGENSHA|TASCHEN 
           Basic Art Series
          モネ CLAUDE MONET
著者：クリストフ・ハインリヒ
判型：266×216 mm
総頁：96頁
製本：上製
定価：2,750円（本体2,500円）
ISBN：978-4-86831-000-6 C0071



モネ CLAUDE MONET
雲の流れ、水面の煌めき、風に揺れる花。それらの一瞬一瞬の輝きをキャンバスに永遠に留めようとした画家、クロード・
モネ。本書では、《カミーユ（緑衣の女性）》《印象、日の出》《ルーアン大聖堂》《睡蓮の池》など、名作・大作101点を通じ
て、光を信じ、光を描き、光とともに歩んだモネの86年間の生涯をたどります。

■ 内容紹介

3枚目



ゴッホ VINCENT VAN GOGH
オランダの小さな町に生まれ、仕事にも愛情にも恵まれず、信仰にも救われることができなかったフィンセント・ファン・ゴッ
ホ。彼が唯一、心の拠り所としたのは絵を描くことでした。37年という短い生涯で遺した《ひまわり》《夜のカフェ》《耳に包
帯をした自画像》《花咲くアーモンドの枝》など名作74点とともに、死後に世界的評価を得た画家の実像に迫ります。

■ 内容紹介

4枚目


